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連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

第51回 県労福協定期総会

第61回 労働金庫通常総会

第63回 勤労者総合美術展

ろうきんグリーン友の会総会

退職者福祉協議会定期総会

福祉基金「自主研究発表セミナー」

福祉基金（ALWF）協会からのお知らせ福祉基金（ALWF）協会からのお知らせ

新 企 画
事業団体職員・労福協役員へ
運動継承！

贈る言葉
新 企 画

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク　No.7
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連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつく  ろう！！
サブスローガンメインスローガン

一般社団法人

◉消費者教育推進地域協議会の設置と協議会へ参画しよう！
◉自主福祉運動の歴史を学び、今後の活動に活かそう！
◉地域に根ざした顔の見える自主福祉運動を推進しよう！

交 替 し た 新 役 員

静岡県労福協 定期総会を開催第51回

　
６
月
11
日（
火
）、静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
第

51
回
定
期
総
会
が
静
岡
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。総
会
に
は
来
賓
４
名
、代
議
員
33
名
、

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
総
勢
１
０
３
名
の
参
加
を

得
て
開
催
し
、2
0
1
3
年
度
活
動
方
針
案
な
ど

の
議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
総
会
で
は
、静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議

会（
県
労
福
協
）の
決
算
報
告
が
労
働
組
合
会
計

か
ら
法
人
会
計
に
変
更
し
た
た
め
に
、例
年
の
議

案
書
よ
り
厚
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、今
年
は
役

員
改
選
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、選
出
団
体
の
人

事
に
よ
り
４
名
の
理
事
・
監
事
の
交
代
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
定
期
総
会
は
議
長
に
富
士
地
区
労
福
協
の

西
山
氏
が
選
出
さ
れ
議
事
運
営
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
2
0
1
2
年
活
動
報
告
で
は
最
初
に
金
指
専

務
理
事
か
ら
県
労
福
協
で
作
成
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
ボ
ー
ド
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
活
動
報
告
で
は
社
会
的
認
知
度
向
上
に
向
け
、

「
国
際
協
同
組
合
年
静
岡
県
実
行
委
員
会
」の
構

成
団
体
の
一
つ
と
し
て
、各
種
記
念
事
業
、地
域
・

地
区
労
福
協
と
事
業
団
体
と
協
力
、連
携
し
て
積

極
的
に
活
動
に
取
組
ん
で
き
た
こ
と
。ま
た
、地

域
役
立
資
金
を
活
用
し
て
11
カ
所
の
拠
点
が
整

備
出
来
た
事
、寄
り
添
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、「
マ

ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
」の
自
治
体
版
の
発
行
、

自
主
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
、勤
労
者
共
済
会

の
取
り
組
み
な
ど
が
県
労
福
協
の
主
な
活
動
で

あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
労
福
協
活
動
報
告
の
後
、伊
東
熱
海
地
区
労

福
協
の
土
屋
会
長
か
ら
地
区
労
福
協
の
活
動
内

容
と
伊
豆
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、島
田
榛
北
地
区
労
福
協
の
片

山
会
長
か
ら
は
若
者
の
会「
Ｊ
Ｏ
Ｇ
」の
活
動
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
0
1
3
年
度
活
動
方
針(

案)

で
は
、金
指
専

務
は
福
祉
運
動
を
伝
承
す
る
た
め
に
は
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
訴
え
て
い
ま

し
た
。今
年
度
の
活
動
の
柱
は
理
事
会
、幹
事
会

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
、「
ブ
ロ
ッ
ク
別
労
働
者

自
主
福
祉
討
論
会
」と「
語
り
部
1
0
0
0
人
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
実
現
で
あ
る
と
提
案
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
提
案
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
か
ら
の
静
岡
県

の
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
に
欠
か
せ
な
い
重
要

な
活
動
で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
福
祉
運
動
を
更
に
高
め
る
た
め
に
連

帯
と
協
同
で
運
動
を
今
年
度
も
進
め
て
行
き
た

い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

□
吉
岡
理
事
長
の
総
会
冒
頭
挨
拶（
要
旨
）

　
な
ん
の
た
め
に
私
た
ち
は「
連
帯
」し「
協
同
」す
る
の
か
が
、中

央
労
福
協
で
ま
と
め
た「
労
福
協
の
理
念
と
２
０
２
０
年
ビ
ジ
ョ

ン
」を
読
む
と
分
か
る
。

　
そ
の
根
本
を「
大
義
」と
呼
び
た
い
。「
大
義
」無
き
も
の
、「
大

義
」を
忘
れ
た
・
失
っ
た
組
織
は
滅
び
る
運
命
に
あ
る
。「
大
義
」と

と
も
に
必
要
な
も
の
も
あ
る
。そ
れ
は
リ
ー
ダ
ー
の「
熱
伝
導
力
」

で
あ
る
。い
く
ら
立
派
な「
大
義
」が
あ
っ
て
も
、ど
ん
な
に
大
き

な「
組
織
」が
あ
っ
て
も
、そ
れ
を
掲
げ
て
走
る
リ
ー
ダ
ー
が
口
先

だ
け
で
あ
っ
た
ら
、人
々
は
つ
い
て
こ
な
い
。

　
労
福
協
の「
大
義
」は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。そ
れ
は
賀
川
豊
彦
の

始
め
た「
救
貧
活
動
」に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。弱
い
者
た
ち

が
弱
い
者
と
し
て
連
帯
す
る
と
い
う
様
々
な
社
会
運
動
、事
業
を

一
体
と
し
て
実
践
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
簡
単
そ
う
な
こ
と
が
実
に
難
し
い
。そ
れ
は
人
に

は
欲
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
先
日
、静
岡
ろ
う
き
ん
は
　
周
年
を
迎
え
た
。お
そ
ら
く
　
年

前
、そ
ん
な
思
い
か
ら
運
動
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
全
労
済
も
そ
う
、生
協
連
も
そ
う
、す
べ
て
の
福
祉
事
業
団
体

が
そ
う
で
あ
る
と
思
う
。そ
の
原
点
を
見
失
う
と
、私
た
ち
の
運

動
や
組
織
は
社
会
的
存
在
意
義
を
失
う
。こ
の
１
年
間
で
私
自
身

が
で
き
た
こ
と
は
労
福
協
の
役
割
の
明
確
化
ひ
と
つ
だ
け
で

あ
っ
た
。

　
来
期
は
さ
ら
に
努
力
し
、そ
の
定
め
ら
れ
た
役
割
を
磨
き
上

げ
、行
動
す
る
１
年
と
し
た
い
。 60

60
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吉岡理事長

冒頭挨拶

加藤幸博副理事長

閉会挨拶

佐竹副理事長

司会

西山延正氏

議長

金指専務

審議提案

伊東熱海地区
土屋会長

島田榛北地区
片山会長

地区報告

県産業部就業支援局
石川局長

連合静岡
池冨事務局長

来
賓
挨
拶

県司法書士
増田副会長

県ボランティア協会
鳥羽事務局長木下　達夫

前任者
森本　建夫
前任者

島村　昌宏
前任者

副理事長

吉田　敬哲

中川　浅行

よしだ たかあき

静岡県生協連

理事

増田　隆
ますだ たかし

福祉基金協会

監事

西山　延正
にしやま のぶまさ

富士地域
労働者福祉協議会

監事

中村　洋
なかむら ひろし

志太榛原地域
労働者福祉協議会

（敬称略）

前任者

M

N
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第
63
回
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展
が
4
月
11
日

か
ら
4
月
15
日
の
5
日
間
に
わ
た
り
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、県

下
各
地
か
ら
2
1
5
点
の
出
品
を
い
た
だ
き
、期
間

中
の
入
場
者
は
4
0
0
名
を
超
え
盛
況
の
内
に
閉
会

し
ま
し
た
。多
く
の
自
治
体
広
報
誌
な
ど
で
作
品
募

集
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、作
品
展
示

中
に
は
、報
道
機
関
の
取
材
も
あ
り
、勤
労
者
総
合
美

術
展
の
記
事
が
新
聞
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。今
回
、金

賞
・
銀
賞
に
12
点
、奨
励
賞
19
点
な
ど
魅
力
あ
る
作
品

が
、開
催
期
間
中
に
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
大
き
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
絵
画
審
査
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
吉
野
勝
彦
先

生
か
ら
は「
年
期
を
積
ん
だ
手
慣
れ
た
仕
事
と
し
て
、

観
る
人
に
安
心
や
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作

品
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
に
ま

し
て
新
し
い
表
現
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
人
に
も

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」ま
た
、写
真
審

査
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た
柴
山
先
生
か
ら
は
、「
風

景
、ス
ナ
ッ
プ
、祭
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
が
揃
い
、し
か
も
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。」書
道
の
藤
田
先
生
か
ら
は
、「
気
迫
の

『

全ての議案を満場一致で承認！！

～「安心」「安全」「健全」な金融機関としていつまでも信頼され

選択いただけるくらし応援バンク〈ろうきん〉であり続けるために～

　静岡ろうきんは２０１３年６月２５日（火）静岡市葵区紺屋町の

グランディエールブケトーカイで第６１回通常総会を開催しました。

　総会の冒頭、加藤理事長から「今総会は、3ヵ年の中期計画

初年度である２０１２年度の事業報告と今後の労働金庫の事

業と運動の方向性を確認し合う総会にしたい。」と挨拶がありま

した。

　事業の概要については増田専務理事から、「２０１２年度は

新たな飛躍をめざす３ヵ年と位置づけ中期計画「飛躍」をスタート

させた年であった。また、働くすべての人に安心して利用いただ

ける良質な金融サービスを提供し続けるために７つの重点施策

を事業計画アクションプランに盛り込み具体的に活動を展開し

てきた。預金は増加目標額１１０億円に対して１３４億５１百万円

と目標を達成できた。融資は１０ローンセンター体制の確立や

「くらし応援活動」の展開、保証料金庫負担制度により年間

増加目標額２００億円に対して３６０億１６百万円と大幅に

達成した。」と報告がありました。

　議案討議の第２号議案「２０１３年度

事業計画に関する件」は戸倉常務理事

より提案がありました。「ろうきんは、利用

いただくことによって初めて存在価値が

生まれる。利用を通じて『人々が喜びを

もって共生できる社会の実現に寄与』し

てくことを基本的な考え方とし、将来に

向けた基盤固めとして『運動基盤の拡

充』『強固な業務態勢の確立』『利用の

促進と財務基盤強化』の３つに取組ん

でいく。２０１３年度は中期計画の中間

年度として、最優先課題の次世代シス

テムの移行対応を着実にすすめる。預

金増加目標額は１４５億円、融資増加目

標額は２００億円」と提案されました。

　また、今年度は理事・監事任期満了

に伴う改選、および補欠の理事・監事の

選任についても提案され、すべての議

案は＜満場一致＞で承認がされました。

　尚、総会終了後、県労福協の金指専

務理事と福祉基金協会の木下専務理

事より「地域役立資金」の現況報告が

行われました。　

静岡ろうきん　第６１回 通常総会開催
レベルの高い作品が数多く展示

　　　　賞
勤労者美術展大賞
県 知 事 賞
静 岡 市 長 賞
労 福 協 理 事 長 賞
連 合 静 岡 会 長 賞
労働金庫理事長賞
全労済県本部長賞
福祉基金協会理事長賞
勤労者信用基金協会理事長賞
年金福祉協会理事長賞
県 生 協 連 会 長 賞
ユニオントラベル賞

　　名前　　　　　　種目（題名）
水嶋　菊枝　　手工芸（春らんまん）
伊東　裕子　　写真（大樹の下で）
髙橋　敏夫　　書（雨蛙）
中野　政之　　絵画（都会の喧騒）
井上　幸美　　絵画（生きる．こと…）
墨岡　富久　　写真（航跡）
望月　正江　　絵画（刻）
秋田　勝美　　手工芸（沼津萩焼 花入）
堀尾　游苑　　書（王安石詩）
髙橋　正　　　絵画（ふるさと）
石塚　孝　　　写真（朝の輝き）
斎藤　勉　　　絵画（湖の朝）

金

　賞

銀

　
　賞

第63回静岡県勤労者総合美術展受賞者（ホームページで作品を見ることができます）

あ
る
精
神
性
を
感
ず
る
も
の
を
第
一
と
考
え
選
し

ま
し
た
。中
に
は
中
央
へ
出
品
し
て
も
恥
か
し
く
な

い
作
品
も
見
ら
れ
、更
な
る
精
進
と
高
い
目
標
を
掲

げ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」ま

た
、手
工
芸
の
宮
﨑
先
生
か
ら
は「
多
種
多
様
な
素

材
と
表
現
に
本
当
に
悩
み
ま
す
が
、ど
れ
も
何
を
作

り
た
い
か
明
確
で
好
感
が
持
て
ま
す
。ま
す
ま
す
御

自
身
の
技
術
を
磨
か
れ
自
由
に
作
品
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
の
ご
講
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の「
静
岡
県
勤
労
者
総
合
美
術
展
」は
、県
内
の

勤
労
者
が
余
暇
を
利
用
し
て
、健
全
な
文
化
に
親
し

む
機
会
を
広
げ
、心
の
豊
か
さ
を
求
め
、ゆ
と
り
あ

る
生
活
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
次
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
4
月
2
日
か
ら
グ
ラ

ン
シ
ッ
プ
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
を
展
示
す
る

予
定
で
す
。よ
り
多
く
の
勤
労
者
の
方
々
に
応
募
い

た
だ
き
展
覧
会

を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
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第63回　静岡県勤労者総合美術展

氏　　名
加藤幸博
鈴木隆博
戸倉 　亨
吉本明憲
大滝　正
松本光寛
鈴木伸昭
鈴木静夫
森本賢治
土屋成人
花澤　学
萩原直之
角山雅典
本杉弘一
大石雅邦
中屋敏明
栗原重弘
相羽迅人
岡村雅夫
青島伸雄
中嶋　隆
曽我一樹
吉田一隆
中村　洋
藤江　修

役　　名
理 事 長
副理事長
専務理事
常務理事
常務理事
常勤理事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
理　　事
常勤監事
監　　事
監　　事
監　　事
監　　事

　　　所　属　会　員
員外（スズキ関連労働組合連合会出身）
ヤマハ労働組合
員外
員外
員外
員外
静岡県教職員組合
ＪＡＭ静岡
情報産業労働組合連合会静岡県協議会
東海自動車労働組合
明電舎労働組合沼津支部
東芝テック労働組合伊豆支部
日本製紙労働組合富士支部
小糸製作所労働組合
三菱電機労働組合静岡支部
特種東海製紙労働組合島田支部
旭テック労働組合
ＮＴＮ労働組合磐田支部
ＦＤＫ労働組合
員外
員外
ＵＡゼンセン静岡県支部
富士フイルム労働組合富士宮支部
住友ベークライト労働組合静岡支部
全矢崎労働組合浜松支部

推　薦　団　体

西遠地域労福協

静岡県労福協
静岡県労福協
静岡県労福協
伊豆地域労福協
沼津地域労福協
沼津地域労福協
富士地域労福協
静岡地域労福協
静岡地域労福協
志太榛原地域労福協
東遠地域労福協
中遠地域労福協
西遠地域労福協

静岡県労福協
富士地域労福協
志太榛原地域労福協
西遠地域労福協

2013～2014年度　役員体制

挨拶する加藤理事長
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　（公財）静岡県労働者福祉基金協会（ＡＬＷＦ）の調査研究
事業部門である静岡ワークライフ研究所は、去る4月26日
（金）ＡＬＷＦロッキーセンターにおいて自主研究「静岡県に
おけるサポートシステム構築に関する調査研究」の自主研究
成果発表セミナーを開催致しました。セミナーは2部構成と
なっており、第Ⅰ部では、冨田晋司研究員（ワークライフ研究
所）が2年間にわたる調査研究の経緯を報告し、第Ⅱ部では
「静岡県のサポートシステム構築に向けて」と題してパネル
ディスカッションを行いました。第Ⅱ部のディスカッション
では、今回の調査研究の主査である布川日佐史教授（法政大
学）がコーディネーターを務め、パネリストには秋山憲治教
授（静岡理工科大学／若者支援部会）・大塚芳正施設長（特養
すどの杜／地域生活支援部会）・大野木里美副代表（ＮＰＯ法
人浜松ネットワークセンター／就労支援部会）が各部会の代
表としてそれぞれの角度から調査を発表しサポートシステ
ムの重要性を語りました。また、会場の参加者からも日頃か
らサポートシステムとしての活動を続ける上でネットワー
ク作りの必要性や運営の難しさなどの意見が出されるなど
活発に意見交換を行い、盛大に終了することが出来ました。
　今回の調査テーマは、誰もが当事者となりうる課題として
多くの方に関心を持って頂きたいと思います。特に「地域に
根ざした顔の見える活動」を日頃から取り組んでいらっしゃ
る方々のさらなる活動の手掛かりとなれば幸いです。
※報告書をご希望の方は、（公財）静岡県労働者福祉基金協会 
静岡ワークライフ研究所（054-273-3000）担当：田辺までご連
絡下さい。

＜調査概要＞

2008年のリーマンショック以降、公的なサポート

システムの不備が明らかとなり、多くの生活困窮

者の存在が社会的課題となる。課題解決に向け、生

活困窮者支援策として国のモデル事業ＰＳ（パー

ソナル・サポート）や、既存の福祉サービスでは対

応困難な事案に取り組むＣＳＷ（コミュニティ

ソーシャルワーカー）など各地で成果を上げてい

た。当研究会においてもそれぞれの取り組みに関

する調査を進めた結果、国の政策と並行した新た

なサポートシステム作りが不可欠であるとの結論

を出し、「地域生活」「就労」「若者」の角度から提言

を行った。

自
主
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究
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果
発
表
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岡
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に
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築
に
関
す
る
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研
究

　ろうきんグリーン友の会県連
絡会は、去る５月22日、静岡県
勤労者総合会館３ＦＡＬＷＦ
ロッキーセンターにて県労福協
吉岡理事長、労働金庫加藤理
事長、全労済佐竹本部長を来
賓としてお招きし、第31回総会
を開催しました。
　主な活動方針として、地域の
活動の充実をはかるため、昨年一年間かけて討議してきた組織体制の改革（県連絡
会を６地域に分割し、地区から地域に活動を拡大し、充実化を図る）について確認をし
ました。また、県連絡会本部の幹事会体制の縮小も承認されました。ろうきんグリーン友
の会の活動の柱である、観劇ツアー・日帰り旅行の実施、また、ボランティア活動として、
タオルを福祉施設等に寄贈、ペットボトルのキャップの回収など引き続き実施していくこと
も承認されました。
　第２部は、静岡大学色川卓男教授による「なぜ消費者推進法が生まれて来たのか？
その背景と内容について」講演を受けました。「1960年代から消費者教育の重要性は
言われ続けてきたが、なかなか定着していない。また、消費者問題が重層化・複雑化し
ている中では、消費者教育の重要性が高まっている。」と教授は話していました。また、
消費者教育を学ぶことで、消費者として能力を高め、そこで得た知見を活かして社会に
関わって行く事も重要であると話していました。

第31回グリーン友の会
県連絡会総会開催
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第33回 静岡県退職者福祉協議会
定期総会が開催

　去る、６月７日（金）第33回静岡県退職者福祉協議会定期総会が開催されま
した。
　60才定年で退職後、そのまま退福協へ加入するという流れが、変化してきて
いる事、労組組合員からも外れていく事から、労組の影響力発揮にも限界が見
られる事など、この年代での新規加入が難しい時代になりました。その他にも退
福協を取り巻く状況は、大きく変わってきました。しかしながら、退福協が立ち上
げ当初から目指してきた目的　
１．『ろうきんとの生涯取引』
２．『定年退職者・高齢者の生き甲斐づくり』
に向かって各地区の活動を中心に運動を進めていく事とし、会員の皆様のご理
解とご協力をいただきつつ、自らが自主的に参画する事を求めていきます。
　また、生き甲斐づくり活動については、ろうきんグリーン友の会や労福協をはじ
めとする各事業団体とできるところは連携していくことを確認しました。
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会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055
岳南：0545-51-3715

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

暮らし
何でも相談 

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

■問合せ先

相談ダイヤル
受付は平日

9：00～17：00

今から始める老い支度の第1弾は、
漫才師 喜味こいしさんの次女で、
三味線放談の道を歩む 喜味家た
まごさんを招きました。いとしさん
（父）こいしさん（叔父）との思い出
や、いとしさんの被爆体験を中心
に、途中三
味線放談を
披露する場
面もありまし
た。

人生笑って
暮らしたい！　
5/24沼津労政会館
5/25浜松労政会館 今からはじめる老い支度の第二弾は、認知症の

ご主人を介護された多賀洋子さんです。ご主人
が73歳で亡くなるまでの約10年に及ぶ介護体験
から、１人悩み苦しんだこと、生きることに絶望す
るご主人が自分を思う気持ちに涙したことなど、
その時感じた気
持ちを表現豊か
にお話されまし
た。言葉のひとつ
ひとつが心に響
く内容で、すすり
泣く声が多く聞か
れました。

もう君を幸せにできんと
泣いた夫（つま）
6/1　浜松労政会館 　
6/4　沼津労政会館 静岡市内でフェアトレードショップを営む今井奈保子さん

は、青年海外協力隊の赴任先、スリランカで直面した不公
平や格差に疑問を抱き、自分を活かせることで社会貢献
をと選んだものがフェアトレードショップの運営だったそ
うです。この日は、お店を開店するまでのストーリーや今後
のビジネスプランを語った他、思いの詰まったオリジナル
商品の紹介などをされました。また、会場の一画に設けら
れた試飲食コーナーでは、お店で販売されている水出し
コーヒー・紅茶、クッキーを楽しみました。

就職とは違う働き方　
社会的起業のコツ
6/19  ALWFロッキーセンター

開催報告

（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ

親子おこづかい教室 】

【今からはじめる老い支度】

この講座は、小学生を対象とした定額こづかい制導入の入門編。ジャンケンで、買いもの、ハッ
ピー、アクシデントの指示にしたがい、その内容を計算シートに記入することで、こづかい残高が
増えたり減ったりしていくもの。ゲーム中、「買う」「買わない」などの選択はこども自らが判断し、
保護者はだまって見守ることがルール。こどもたちは、ゲームを通して限られたお金の中でのや
りくりや、必要なものと欲しいものの違い、こづかい帳のつけ方を学びますが、保護者にとって
も、こどもがどんなことを考え判断していくのかを知るよい気づきの機会にもなります。

セカンドライフを考えることは、これからの人生を豊かにします。誰でもいつかは迎える老い、
第二の人生をどうデザインするか、自分自身が望むものは何かを考えます。

1回目：10/ 5（土）（演題未定） ロザンナ・ザンボンさん
2回目：10/19（土）もう君を幸せにできんと泣いた夫（つま）
　　　　　　　　～介護を体験して～　多賀洋子さん
3回目：10/26（土）私のエンディングノートとお墓・供養の話
　　　　　～私のために、家族のために～　二村祐輔さん

共通事項
時　間：13：00～15：00
場　所：静岡労政会館（静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館5階）

募　集：80名
参加費：1回¥500
申　込：（株）コープライフサービス　0120-878-940

ロッキーカレッジのご案内

静岡県労働金庫の会員の皆さんに拠出して頂いた「地震災害対策資
金」の、「東日本大震災ボランティア支援活動」への助成として、以下
の通り、静岡県ボランティア協会に100万円の寄付を行いました。
寄附金は、岩手県釜石市と大槌町に設ける被災地支援施設の建設
に活用される予定です。

静岡新聞　
2013 年 5 月 21 日

■社会貢献活動のご紹介

日　時：7/27（土）9：30～11：30
場　所：伊東市観光会館別館（伊東市渚町6-16）
募　集：小学生50名とその保護者
参加費：¥300　きょうだいで参加の場合は2人目以降¥100
申　込：ライフサポートセンター東部055-929-9820

日　時：8/3（土）9：30～11：30
場　所：ALWFロッキーセンター
（静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館3階）
募　集：小学生30名とその保護者
参加費：¥300　きょうだいで参加の場合は2人目以降¥100
申　込：ライフサポートセンター中部054-270-3963
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事業団体職員・労福協役員へ
4回シリーズ
その

八鍬 兆司さん
榛南地区労福協　事務局長

出身組織：富士フイルム労働組合
役職名：支部書記長

①趣　味 ： サーフィン（自宅がビーチまで200m）、酒（呑む、収集）
②モットー ： 何事もPLUS思考！
③最近感動したこと ： 子供から励ましの手紙を貰ったこと（涙）
④最近失敗したこと ： 東京出張時、最終新幹線にタッチの差で
　　　　　　　　　乗車できず（汗）

ヤクワ　　 チョウジ

菅沼　隆
（元県労福協 事務局長）
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評
、
同
盟
、
中
立

労
連
、
新
産
別
）
は
、
政
治
的
に
も
労

働
組
合
の
基
本
的
な
考
え
の
違
い
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
労
働
者
の
生
活
に
於

い
て
は
誰
で
も
同
じ
社
会
環
境
の
中
で

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
事
業
団

体
活
動
（
労
働
金
庫
、
全
労
済
、
住
宅

生
協
、
消
費
生
協
）
の
推
進
は
心
を
合

わ
せ
、
労
働
者
の
社
会
的
地
位
向
上
の

た
め
、「
福
祉
は
一
つ
」
と
い
う
立
場
で

お
互
い
の
主
義
主
張
を
乗
り
越
え
、
取

り
組
ん
で
き
た
労
働
部
会
の
存
在
は
高

く
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
成

果
が
今
日
の
福
祉
事
業
団
体
の
発
展
に

繋
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
県
労
福
協
の
設
立
が
地
区
労
福

協
の
設
立
よ
り
遅
れ
た
理
由
は
、
こ
れ

ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
調
整
に

手
間
取
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
部
会
で
は
労
働
者
の
福

祉
活
動
の〝
あ
り
方
を
果
た
す
役
割
〞

と
し
て
昭
和
51
年
に
1
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
労
働
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
指
針
と

　皆さん、こんにちは。

　榛南地区労福協にて事務局長を仰せつかって

おります八鍬（やくわ）です。早いもので榛南

地区労福協事務局長も 3 年目となってしまいま

した。

　弊組の専従書記長になったと同時に就任し、

元々、組合役員経験が無かったこともあり、当

初は “ロ・ウ・フ・ク・キ・ヨ・ウ？？？” と言

われても想像すら出来ない右も左も分からぬ状

態でしたが、会長を始めとして幹事メンバーに

温かく迎えて頂き、未だに微力ではありますが

地区労福協活動に貢献出来ている？のも、地区

メンバー皆さまのお陰です。この紙面をお借り

して感謝申し上げます。

　我々、榛南地区労福協は地区に留まらない近

隣地域を含めた行政要望提言や毎年恒例の親子

ふれ愛の集い（映画上映とお楽しみ抽選会）、社

協イベント協力などを主に活動しておりますが、

とりわけ、「親子ふれ愛の集い」は毎年５００名

以上の働く仲間や家族、地域の皆様が集う一大

イベントであり、その司会を担当させて頂いて

おります。そもそも、控えめで人前に出ること

や目立つのが苦手な私なのですが、今年も司会

をしながら来場者皆さんの楽しそうな表情・笑

顔をステージ上から眺めることができ、多くの

方に喜んでもらえる “ふれあい” の場がこのイベ

ントを通じて提供出来ているんだな～と、あら

ためて感慨に浸った次第です。我々の活動は地

道なもので、その成果は？と問われると容易に

即答できるものではありませんが、働く仲間や

家族一人ひとりが笑顔でいられることは大きな

成果であり、その笑顔を間近で見られるこのよ

うなイベントは我々の活力ですね！

　最後に、プロフィール欄のモットーに “ＰＬ

ＵＳ思考” と書きましたが、今年度の弊組支部

活動スローガンも “ＰＬＵＳ” です。

　この意味合いとしては単なる “ＰＬＵＳ= プラ

ス”ではなく、Ｐは Positive（前向き）、Ｌは Link（つ

なぐ）、Ｕは Up（元気・上昇）、Ｓは Smile（笑顔）

という意味が込められており、一人ひとりが前

向きに、そしてその手と手を繋ぎあわせ、みん

なで元気に上向きに笑顔となるよう、熟考した

スローガンですが、この想いは労福協活動にも

繋がるものかと。

　暮らしや福祉向上に繋がる前向きな活動を推

進し、働く仲間や家族を労福協が繋ぎ合わせ、

みんなで元気に上向きに、そして笑顔になる！

そんな自主福祉活動を取り組んでいきたいと

思っておりますので、今後とも宜しく御願い致

します。

し
ま
し
た
。
内
容
を
若
干
紹
介
す
る
と
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
老
人
ホ
ー
ム

等
の
建
設
が
一
番
高
い
関
心
事
で
し
た
。

二
番
目
は
、
ゆ
と
り
と
余
暇
を
求
め
た

保
養
所
等
の
建
設
、
三
番
目
は
医
療
生

協
病
院
の
設
立
、
等
々
の
課
題
は
山
積

し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
は
保
育
所
、

霊
園
、
体
育
施
設
、
旅
行
事
業
等
の
推

進
を
県
労
福
協
に
多
く
の
労
働
者
は
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
推
進
す
る
た
め
に
、
静
岡

県
と
積
極
的
な
話
し
合
い
を
持
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
役
員
自
ら
が
よ
り
多
く
の

知
識
を
も
つ
必
要
性
か
ら
、
先
進
県
の

視
察
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年

開
催
さ
れ
る
中
央
労
福
協
並
び
に
東
部

ブ
ロ
ッ
ク
労
福
協
の
研
修
会
へ
は
積
極

的
に
参
加
し
、
各
地
方
の
活
動
内
容
を

研
修
し
て
き
ま
し
た
。
更
に
は
国
際
的

な
視
野
を
広
め
る
必
要
性
か
ら
、
静
岡

県
に
要
望
し
、
労
使
で
欧
州
労
働
事
情

調
査
団
を
毎
年
派
遣
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
昭
和
54
年
よ
り
続
い
た
こ
の
調

査
団
は
現
在
中
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
次
号
に
続
く

地区労福協事務局長のリレートーク　No.7

人物登場
運動継承！

贈る言葉
何事も
PLUS
思考！
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4
月
　
日
に
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
エ

コ
パ
に
て
、中
遠
地
域
労
福
協
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
、抜
け
る
よ

う
な
青
空
で
し
た
が
、ま
る
で
遠
州
の
か

ら
っ
風
が
吹
き
抜
け
る
よ
う
な
大
変
強
い

風
で
、ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
た
瞬
間
に
、３

角
コ
ー
ン
や
軽
め
の
売
り
物
な
ど
は
吹
き

飛
ば
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、テ
ン
ト

や
看
板
な
ど
が
飛
ば
さ
れ
る
こ
と
も
な

く
、怪
我
を
さ
れ
た
方
が
出
な
か
っ
た
こ

と
は
、風
対
策
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
メ
ー
デ
ー
終
了
後
、鳥
居
会
長
の
開
会

宣
言
に
よ
り
、フ
ェ
ス
タ
の
幕
が
切
っ
て

落
と
さ
れ
ま
し
た
。多
く
の
労
組
の
ご
協

力
に
よ
り
、食
べ
物
系
や
ゲ
ー
ム
系
な
ど

の
各
種
模
擬
店
や
乗
り
物
系
や
フ
ア
フ
ア

中遠地域
労福協フェスタ
開催

磐田
地区労福協

袋井
地区労福協

静岡
地域労福協

裾野
地区労福協

な
ど
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
も
完
売
す
る
こ

と
が
で
き
、そ
の
売
り
上
げ
は
袋
井
市
・
磐

田
市
の
社
会
福
祉
施
設
に
寄
付
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、ス
テ
ー
ジ
で
は
ヤ
マ
発
労
組
さ

ん
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
を
皮
切
り
に
、

お
客
さ
ん
が
つ
い
つ
い
立
ち
止
ま
っ
て
見

入
っ
て
し
ま
う
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。最
後
は
、日
星
電
気
労

組
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、フ
ィ

ナ
ー
レ
で
は
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
し
て「
イ

マ
ジ
ン
」を
熱
唱
。フ
ェ
ス
タ
の
幕
が
下
ろ

さ
れ
ま
し
た
。ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　        

４
月
14
日（
日
）に
交
通
安
全
週  

　
　
　
　間
に
合
わ
せ
例
年
実
施
し
て
い
る

　
　
　「
交
通
安
全
活
動
」と
し
て
裾
野
市

内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
活
動
の
目
的
は
、地
区
労
福
協
活

動
方
針
に
沿
い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
、交
通
安
全
活
動
を
展
開
し
広
く
市

民
を
は
じ
め
多
く
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通

安
全
を
Ｐ
Ｒ
し
、交
通
安
全
に
対
す
る
啓

蒙
の
一
助
と
す
る
。ま
た
、交
通
事
故
の
多

く
は
交
差
点
に
集
中
し
て
お
り
、普
段
何

気
な
く
利
用
し
て
い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

重
点
と
し
て
清
掃
奉
仕
活
動
を
実
施
す
る

目
的
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
絶
好
の
清
掃
日
和
？
と
な
り
、

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、裾
野
市
よ
り
商

工
観
光
課
課
長
、４
月
１
日
に
開
署
し
た

ば
か
り
の
裾
野
警
察
署
交
通
課
長
、顧
問

議
員
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。セ

レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、参
加
各
単
組（
15
単

組
・
２
４
２
名
）ご
と
に
地
区
割
り
し
た
場

所
へ
移
動
し
作
業
を
開
始
、カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
破
損
等
の
点
検
も
兼
ね
約
2
時
間

掛
け
終
了
し
ま
し
た
。綺
麗
に
磨
か
れ
た

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
で
少
し
で
も
交
通
事
故
が

減
少
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
５
月
３
日
、恒
例
の「
東
京
ド
ー

ム
野
球
観
戦
ツ
ア
ー
」に
行
っ
て
き

ま
し
た
。今
年
も
受
付
開
始
日
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
お
申
込
み
い
た

だ
き
、13
会
員
80
名
・
バ
ス
２
台
で
、

巨
人
対
広
島
戦
を
観
戦
し
ま
し
た
。

　
連
休
中
で
渋
滞
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、行
き
の
バ
ス
の
中
で
も
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
、予
定
通
り
12
時
30
分
頃
に
東

京
ド
ー
ム
に
到
着
。ナ
イ
タ
ー
試
合

の
た
め
各
々
東
京
で
の
自
由
時
間

を
満
喫
し
て
い
た
だ
い
た
後
、野
球

観
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　
ド
ー
ム
で
は
３
塁
側
の
席
で
巨

人
フ
ァ
ン
・
広
島
フ
ァ
ン
が
入
り
ま

じ
り
、そ
れ
ぞ
れ
ひ
い
き
チ
ー
ム
の
グ
ッ

ズ
を
片
手
に
熱
の
入
っ
た
応
援
を
し
ま
し

た
。逆
転
さ
れ
た
り
ホ
ー
ム
ラ
ン
が
出
て

追
い
つ
い
た
り
し
て
試
合
は
も
つ
れ
ま
し

た
が
、最
後
は
延
長
10
回
、巨
人
の
適
時
打

で
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
と
い
う
展
開
に
、観
客

席
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
試
合
結
果
の
予
想
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、

80
人
中
１
名
の
方
が
勝
敗
と
点
数
を
見
事

に
当
て
て
、賞
品
を
ゲ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
お
子
様
連
れ

で
参
加
さ
れ
た
方
が
多
く
、家
族
や
友
人

と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
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２０１３年４月２１日（日）

静岡地域労福協まつりが開催

東京ドーム
野球観戦ツアー

カーブミラー
清掃日和！？

　
当
日
は
、季
節
外
れ
の
寒
さ
が
身
に
凍
み
る

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
中「
つ
な
が
ろ
う
！
み

ん
な
お
い
で
よ
労
福
協
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
労
福
協
ま
つ
り
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
11
時
前
に
は
雨
も
上
が
り
、約
5
0
0
0
人

の
来
場
者
を
迎
え
、焼
き
そ
ば
・
お
で
ん
・
わ
た

が
し
・
金
魚
す
く
い
な
ど
約
　
の
出
店
ブ
ー

ス
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。寒
さ
ゆ
え
、か
き
氷

を
食
べ
て
い
る
姿
が
我
慢
大
会
の
様
相
と
な

る
一
方
、お
汁
粉
や
豚
汁
の
ブ
ー
ス
で
は
、冷

え
た
体
を
温
め
て
ホ
ッ
と
し
た
表
情
が
印
象

的
で
し
た
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ト
や
輪
投
げ
の
ブ
ー

ス
で
は
、お
子
様
が
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。親

子
の
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
時
は
や
っ
ぱ
り
微
笑

ま
し
い
も
の
で
す
。獣
電
戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

ジ
ャ
ー
に
よ
る
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
、子
供
た

ち
の
熱
い
声
援
に
よ
り
無
事
、正
義
は
守
ら
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
大
抽
選
会
が
行
わ
れ
、見
事
当
選
を

さ
れ
た
方
々
に
満
面
の
笑
み
と
共
に
景
品
を

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。抽
選
番
号
の

発
表
を
最
後
ま
で
ご
確
認
い
た
だ
い
た
皆
様

方
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
は
た
ら
く
人
と
そ
の
家
族
に
労
福
協
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、労
福
協
役
員
を
含
め
、

皆
の
絆
を
強
め
て
い
く
場
と
な
る
よ
う
、労
福

協
ま
つ
り
を
毎
年
恒
例
の
行
事
と
し
て
、こ
れ

か
ら
も
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

,
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県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○磐田市　　　　藤森　絢　　様
○伊東市　　　　土屋　孝弘　様
○駿東郡長泉町　坪根　賢二　様
○磐田市　　　　三浦　剛　　様
○浜松市　　　　村重　幸治　様

（１） B： 60周年
（２） B： 8回
（３） A： マネートラブルに
　　　　 かつ！

応募総数84通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１3年8月30日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！
■いろいろな活動が紹介されており、また今後の生活
に活かせる情報の提供などとても参考になりました。
学生を持つ親ですので、「マネートラブル」について教
育していただけるのはとても助かります。第３者の言
葉の方が率直に聞けるときもありますから。次回も楽し
みにしています。　　　　　　　磐田市　渥美様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■今回のリレートークの「超えられない壁はない！」の言
葉が響きました。この春の辞令で、ガラッと仕事内容が
変わり滅入っていたときにありがたく読ませていただき
ました。　　　　　　　　　　　 浜松市　本間様
　　　
■東日本復興支援ジェフグルメカードを購入し、いつ
も世話になっている両親にプレゼントしました。食べた
事のない“ケンタッキーに行ったヨ！！”と喜んで頂き、社
会貢献もでき、幸せな気分になりました。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 浜松市　冨永様
　　　
■第8回川柳、とてもおもしろく笑わせてもらいました。
お題は「財布」。ほんと、なるほどと思うものばかり、近
年消費税が8％となる世の中、サラリーマンには、とっ
てもきつい、数字ですよね。ますます節約しなくて
は・・・　　　　　　　　　　　　 磐田市　大箸様

■労金も今年で還暦なのですね。私は昨年還暦にな
り人生の来し方など、いろいろ考えてしまいましたが過
ぎ去った事を思うより明日からの事を考えるよう気持ち
を切りかえました。　　　　　 伊豆の国市　水口様

１、県労福協ではブログを持っています。
　　検索サイトで何と検索すれば良いのでしょ。
Ａ　あちら黒金町３階です。
Ｂ　こちら黒金町４階です。
Ｃ　そちら黒金町５階です。

２．４月１４日に社会貢献活動としてカーブミラーの清掃
　　奉仕を行った労福協は
Ａ　袋井地区労福協
Ｂ　静岡地域労福協
Ｃ　裾野地区労福協

３．６月11日に県労福協の定期総会が開催されました。
　　第何回目の定期総会でしょうか
　　Ａ　３1回　　Ｂ　４１回　　Ｃ　５１回

清水地区事務局として、６年目になりました。役員さん達とも、楽しく
仕事させていただいています。これから、もっともっと盛り上がってい
ける活動をしていきたいと思っています。プライベートでは、娘のアン
ジーちゃん（トイプードル１１ヵ月）を溺愛している、親バカです。

氏　名／有賀　京子
血液型／ AB型
趣　味／思い付き料理
　　　　旅行（食べ歩き）
          細かい物作り

（清水地区労福協担当）
事務局員紹介 清水

ありが きょうこ
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〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　☎054-254-1180
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